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１ 実践の目的

基礎学力

書く力 聴く力
話し合い活動

自己表現力

☆（２）ペア学習・班学習 ☆（１）ノート作り

☆（３）教材・教具
環境整備

〇本校生徒の実態

・全国学力状況調査の結果 … 学力、学習意欲が低い

・家庭での体験活動が乏しい … 自然事象に対する興味・関心が低い

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　本校生徒の実態としては、厳しい家庭環境に育ったり、通常級で支援が必要と思われる生徒も多く、学力も全国と比較してもかなり低く、授業中の学習規律もなかなか定着しない状態でした。　　
　理科学習においても、実験や観察さえ意欲的に取り組めない生徒も多く、危険で実験や観察が思うようにできないという厳しい現状がありました。しかし、指導方法に苦慮しながら取り組む中で、生徒たちは学習意欲がないわけではなく、やってもできないという自己肯定感の低さや学習に対する成功経験の不足が主体的な学びを妨げていることに気づきました。
　★そのようなときに、この助成金のお話をいただき、★生徒の実態に即した教材づくりや環境整備をしながら、 ★学習に対する興味・関心を高め、 ★ 『ノート作り』を通して★ 「書く力」や★ 「聴く力」という★基礎学力の定着を図りながら★ 『ペア学習』や『班学習』などの★話し合い活動の段階的な指導を行うことで、生徒の★自己表現力を伸ばしていく取組を行うことにしました。
　



【ステップ１】
『ノートの書き方』をパターン化する

・「めあて」「キーワード」を書く。

・ノートの書き方のルールを決める。

（色の重要度、記号等）

・レポートもノートに貼り、学習のすべて
を1冊のノートにまとめさせる。

＊ ポートフォリオの効果もあり、

振り返りがしやすい。

めあて キーワード

（１）「書く力」「聴く力」を育てるための『ノートづくり』の段階的指導

２ 実践の内容



【ステップ２】

メモをとることで聴き取る力
を伸ばす

板書だけでなく、授業中の話を聞
きとってメモする

【ステップ３】

ノートの活用場面の設定

2年次は、付箋を使ってメモをとる
生徒が増えた。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　板書を写すことができるようになると、 ★教師の話を聞きとって★メモを取る練習を行いました。 ★ ★図や記号、 ★ 付箋の活用方法についても具体的に指導し、良い生徒の例を示すことによって、『ノートづくり』の楽しさがより広まるようにしました。
　また、 ★ 作成したノートを活用する場面を、小単元ごとに学習内容の確認のために行うプリント学習で設定しました。問題を解いて、わからない所はノートを見て調べさせることで、ノートづくりの意味付けを行いました。また、同時にこの取組は、生徒たちにポートフォリオ評価を促すことになりました。このような活用場面を位置付けることで、よりわかりやすいノートを作ろうという意欲が高まったようです 。



（２） 話し合い活動の段階的指導

【ステップ１】 ペア学習 【ステップ２】 班学習

二人で協力して、課題に取り組む。
二人では難しい課題の場合

は、
ペア2組を合体させ班で考えさせる



【ステップ３】 ジグソー学習

【利点】

○分担されるので全員が

必ず話し合いに参加

→ 発言が偏ってきたら有効

【問題点】

○課題が限定される

知識構造型ジグソー学習

（ア） ： 『課題』の設定

（イ） ：自分のわかっている

ことを意識化する

（ウ） ： エキスパート活動で

専門家になる

（エ） ： ジグソーー活動で交

換・統合する

（オ） ： クロストークで発表し、

表現を見つける

（カ） ：一人に戻る

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　話し合い活動も回数が進むにつれ、発言をしている生徒とそうでない生徒の差が明らかになってきました。そこで、全員が必ず発言しなければならない場面を設定するために★ ★ 『知識構造型ジグソー学習』に取り組むことにしました。
　この学習方法は、１つの課題を解決するために、それぞれが分担された内容をエキスパート活動で学習し、自分の班に戻り伝えなければならないので、必ず話し合いに参加することになります。 ★課題が限定されるなどの問題点はありますが、単元の導入場面などで取り入れることにしました。 ★



（３）生徒の学習意欲を高めるための手立て

≪化学式のカードゲーム：自作≫
≪生徒の学習意欲が向上するような環境整備≫

学習環境の整備教材・教具の開発

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　また、生徒の学習意欲を高める手立てとして、助成金を使って２つ取り組みました。 ★ ★ ★一つは教材・教具の開発です。活動場面を多くして、達成感をより味わわせるように、単元の導入場面で人体模型や簡易望遠鏡などの「ものづくり」に取り組みました。また、観察・実験に対する生徒の技能を高めるために「煮干しの解剖」や「マイ星座早見盤」などの簡単な準備で一人一人が取り組める教具の開発を行いました。写真は原子の記号を覚えさせるために作った★自作のカードゲームに取り組んでいる様子です。
　二つ目は、 ★環境整備です。それまで活用されていなかった第３理科室を、助成金を活用して整備しました。
　まず、１年次の反省から、授業の振り返りを短時間で効果的に行えるようにプロジェクターなどの視聴覚機器を設置しました。また、写真のように助成金で購入した人体模型や岩石標本などの教材を教室に常時展示することによって、休み時間に生徒たちが自由に使って既習事項を復習できるようにしました。さらに、 ★ ★自主的な学習を促すために、自由に自分に合った課題を選べるように、 ★ 『自主勉プリント』の棚も作りました。
　



３ 実践の成果 板書を写しただ
けのノート

聞き取ったメモや振
り返りを記入した
ノートへ

『ノートづくり』について（アンケート結果）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　それでは、取り組みによる生徒たちの変容についてご説明します。まずは、 ★ 『ノートづくり』ついてです。生徒の写真をご覧ください。 ★ ★ １年次は板書を写しただけのノートでしたが、 ★ ★ ★ ２年次はメモや振り返り等を記入できるようになった生徒が全体の６割近くになってきました。特に、「付箋」の活用に興味を持つ生徒が多く、授業中に付箋にメモを取り、家でもう一度ノートに整理してくる生徒も出て、家庭学習の定着にもつながりました。「付箋」にとりあえず書いて、後で好きなようにアレンジできる所に魅力を感じたようです。「ノートを書くことが楽しくなってきた」とこと答えた生徒が６割近くになってきたことからも分かります。
　また、メモをとることにより、授業中の生徒の集中力もつき、「先生の話をきちんと聞くようになってきた」「ノートにメモを書くことで、後で見返したときに授業の内容が思い出しやすい」という生徒の感想からも、生徒の「聴く力」「書く力」が伸び、学ぶ楽しさを知り、自ら学ぼうとする力が育ってきました。 ★




話し合い活動について（アンケート結果）



４ 今後の課題

理科が好きな生徒

聴く力書く力

話し合い活動
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